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診断・治療効果判定・経過観察等を主とするがん診療にお
いてMRIはCTと共に重要なモダリティーである。特に造
影剤を用いることなく悪性腫瘍を高コントラストにて撮像
可能な拡散強調画像(DWI)の有用性は高く各種診断ガイド
ラインにおいても撮像する事が推奨されている。当院にお
いても頭頸部領域、肝胆膵領域、腎・泌尿器領域、婦人科
領域、胸部領域においては全例、脊椎・骨軟部領域におい
ては一部に拡散強調画像(DWI)をルーチンとして撮像して
いる。

は　じ　め　に



拡散強調画像(DWI)で
超急性期脳梗塞はなぜ解る？

拡散強調画像(DWI)というと 
脳梗塞診断というイメージがあるが・・・・

以前、外来看護部門にて

というタイトルで勉強会を開催しましたがちょっとだけ復習
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CT画像

出血は白く写る

梗塞は黒く写る

梗塞部位に 
おける水分量が重要です！



CT画像にて出血はなぜ白い？

出血は白く写る

梗塞は黒く写る

元素周期表へ 
戻って考えましょう
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MRI画像
T1WI

T2WI

FLAIR

DWI

解剖学的構造・輝度の確認

水成分の強調 
浮腫などの病変の検出に強い

T2WIの脳脊髄液を抑制 
脳室周辺・脳表の病変検出

水分子の拡散運動低下を捉える 
超急性期脳梗塞等の検出が可能



MRI画像

拡散強調画像(DWI)では
梗塞部位がはっきりと 
描出可能



水分子拡散MRI
水分子自己拡散(self-diffusion)

水分子自己拡散は、水分子が熱運動をしている水分子に不均衡に衝突され
ることで移動するブラウン運動(Brownian motion)として知られる微視的
な動きである。水分子拡散MRIは、生体組織局所の水分量、温度、粘稠
度、微小構造などの影響を受ける水分子の動きを画像化し、組織局所の
生理学的状況、病理学的変化および微小構造についての情報をもたらす。

拡散強調画像とは、 
水分子の動きを画像化している。



脳血管障害
虚血性病変
脳血流量が10ml/100g/sを切ると、細胞膜のナトリウムポンプは機能不全
を来たし、その結果、細胞への水の流入を招き、膨化して細胞性浮腫と呼
ばれる状態に至る。また虚血により、血管内皮の障害や複数の毒性物質
による基底膜の障害による脳血液関門（BBB:Blood Brain Barrier)の障害
が起こり、血管性浮腫を引き起こす。

発症後12時間以内の超急性期は、細胞性浮腫が主であり、T2強調画像
での異常信号は目立たないが、拡散強調画像では高信号がみられる。発
症後12~24時間の急性期には、それに血管性浮腫が加わり、T2強調画
像での高信号が出現し､拡散強調画像での高信号ともに見られる。発症後
2日～2週間の亜急性期には脳血液関門の崩壊や、膨化していた細胞の崩
壊により細胞外の水分が増大する。すなわち血管性浮腫が主体となる。



細胞性浮腫と血管性浮腫

正常 細胞性浮腫 血管性浮腫
DWIにて高信号 
T2WIにて変化なし 
CTにて変化なし

DWIにて高信号 
T2WIにて高信号 
CTにて低濃度



超急性期脳梗塞と拡散強調画像

DWI

超急性期脳梗塞において拡散強調画像は
細胞性浮腫を反映した画像である。 
細胞性浮腫は不可逆反応である。従って
拡散強調画像にて高信号となる部位は必
ず脳梗塞に陥る。

虚血状態や細胞性浮腫に 
至っていない超超急性期脳梗塞はわからない。



拡散強調画像の体幹部への応用

拡散強調画像にて高信号となるものは？

細胞性浮腫（水分子の拡散が抑制） 
血管性浮腫（水分量の増加、T2値が長い） 
高タンパク（水分子の拡散が抑制） 
細胞密度が高い（水分子の拡散が抑制）



細胞密度が高いとは？

正常 細胞密度が高い



がん診療への応用

細胞密度が高い

拡散強調画像(DWI)は悪性腫瘍な
ど生体内において細胞密度の高い
部位を造影剤を用いることなく高
コントラストにて画像化する事が
可能である。

診断にはT1強調画像やT2強調画像等も考慮し総合的に
判断する必要がある。



胃体部癌　多発性転移性肝腫瘍　

DWIT1WI

T2WICT



治療効果判定　
放射線治療後放射線治療前



頚部リンパ節腫脹　

DWIT2WICT T1WI



前立腺癌　

DWI T2WI/DWI Fusion

T2WIT1WI



膀胱癌　

DWIT2WI



膀胱癌　

DWIT2WI



DWIBS
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

当院では拡散強調画像(DWI)を全身に用いた

も撮像しています。



DWIBSとは？
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

•原発不明癌・遠隔転移検索(Routine,meta,Unknown primary cancer)

造影剤や放射線を用いる事なく頚部から骨盤までの全身撮像を行う
ことが可能な撮像法

などのスクリーニングに有効であると考えています。
診断にはTI強調画像やT2強調画像、脂肪抑制画像など
も必要です。

•不明熱原因検索(FUO)

•腹膜播種検索(Peritoneal dissemination)



DWIBSとは？
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

•原発不明癌・遠隔転移検索(Routine,meta,Unknown primary cancer)

•不明熱原因検索(FUO)

•腹膜播種検索(Peritoneal dissemination)

Whole body DWI(3D/saggital/axial),T2WI,T1WI:Coronal
T1WI,STIR:SaggitalSpine

Whole body DWI(3D/saggital/axial):Coronal
Abdomen-Pelvis DWI,T2WI,T1WI:Axial

Whole body DWI(3D/saggital/axial),T2WI,T1WI,STIR:Coronal

上記撮像をルーチンとして担当技師が随時必要画像を追加



DWIBS+T1WI/T2WI/STIR

DWIBS T2WIT1WI T1WI STIR



DWIBS+T1WI,STIR
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

DWIBS T1WI STIR



DWIBS
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression



Multiparametric MRI



DWIBS+T1WI/T2WI
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

DWIBS T2WIT1WIDWIBS 3D



DWIBS+T1WI,STIR
diffusion weighted whole body imaging with background signal suppression

DWIBS T1WI STIR



Multiparametric MRI



がん診療において造影剤を用いることなく悪性腫瘍
等を高コントラストにて撮像可能な拡散強調画像
(DWI)の有用性は高い

がん診療において拡散強調画像(DWI)の有用性は高
いが診断にはT1強調画像やT2強調画像等も考慮し
総合的に判断する必要がある。



Thank   you   for   your  attention !


